航行支援に向けた海氷短期予測 by 小野 純
Ridged ice & Melt pond @ 80o52’32.5N, 137o25’01.2W  























北極航路上において、5日先の氷縁位置を誤差 ± 10 km で 
再現・予測し得る海氷短期予測モデルの構築


















– 水平解像度：約25 kmと約2.5 km 
– 鉛直方向に33σ層 
– 水平渦粘性・拡散: Smagorinsky (1963)  
– 鉛直渦粘性・拡散： Mellor and Yamada (1982) 
!
• 側面境界条件 
– Radiation & no-slip  
–ベーリング海峡での月平均の 



















• 0層モデル（Semtner, 1976） 
!
• 各種熱フラックスの計算：Parkinson and Washington (1979) 
!
• 海氷表面、底面における熱収支を解き、海氷厚さ hi の変化を決定 
!
• 海洋が過冷却状態 (< 約-1.8℃) になると新氷生成 
!
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数値モデルと実験設定 
2012年8月3日の海氷密接度と海氷厚の空間分布 
海氷密接度 [％] 海氷厚 [cm]
Krishfield et al. (2014)のアルゴリズム 
より算出（木村詞明　博士）
AMSR2
CTL
OSE
ERA-Interim
2012年8月3日から8日までの東シベリア海における海氷域面積!
（海氷密接度15％以上のグリッド面積に海氷密接度を掛けた値の積分値）
!
どのアンサンブルメンバーおよびERA-Interimの大気データで駆動しても、!
モデルは観測された海氷域面積の時間変化をよく捉えている。
最も海氷が残る実験
最も海氷が残らない実験
海氷密接度差（％）
最大で40％以上の差が出る
[%]
